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日
本
の
代
表
文
学
賞
で
あ
る
芥
川
賞
は
現
在
な
お
行
わ
れ
、
注
目
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
賞
そ
れ
自
体
の
歴
史
を
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
第
一
回
は
非
常
に
重

要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
石
川
達
三
『
蒼
氓
』
が
受
賞
作
品
と
な
っ
た
が
、

そ
の
過
程
に
お
い
て
太
宰
治
と
い
う
、
当
時
の
新
進
作
家
も
候
補
作
家
と
な
っ
て
い

た
。
現
在
で
は
、
石
川
よ
り
太
宰
が
ず
っ
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
反
転
が
第
一

回
芥
川
賞
と
太
宰
の
自
己
宣
伝
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
第
一
回
芥
川
賞
と
太
宰
治
の
作
家
像
形
成
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず

は
、
当
時
の
雑
誌
『
文
藝
通
信
』
の
役
割
を
考
え
た
上
で
、
太
宰
治
が
そ
の
場
に
お

い
て
己
の
作
家
像
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
た
の
か
を
論
考
す
る
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
自
己
宣
伝
と
い
う
活
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
、
太
宰
の
作
家
像
が
ど
の
よ

う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
: 

太
宰
治
、
第
一
回
芥
川
賞
、
自
己
宣
伝
、
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
、
文
芸
雑
誌
、

川
端
康
成

１
、
は
じ
め
に
―
―
第
一
回
芥
川
賞
と
太
宰
治

　

芥
川
賞
の
第
一
回
が
催
さ
れ
る
こ
と
が
一
九
三
五
年
一
月
に
発
表
さ
れ

て
以
降
、
候
補
作
家
や
作
品
に
注
目
が
集
ま
り
、
次
第
に
芥
川
賞
そ
れ
自
体

が
日
本
文
学
の
中
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
文
芸
賞
の
一
つ
と
な
っ

て
い
っ
た
。
特
に
無
名
新
人
作
家
を
文
学
世
界
に
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
た
め
の

文
芸
賞
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
も
な
お
同
じ
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
ま
た
、
芥
川
賞
に
は
多
く
の
事
件
や
騒
ぎ
が
伴
っ

て
き
た（

（
（

。
そ
の
中
で
創
設
以
降
、
最
も
知
ら
れ
て
い
る
話
は
第
一
回
の
結
果

2023年
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発
表
後
に
起
き
た
太
宰
治
と
川
端
康
成
の
応
酬
で
あ
ろ
う
。
太
宰
治
は
芥
川

賞
に
落
選
し
た
反
論
と
し
て
選
考
員
の
一
人
で
あ
る
川
端
康
成
宛
に
「
川
端

康
成
へ
」
と
い
う
文
章
を
『
文
藝
通
信
』
に
出
し
、
そ
の
返
事
と
し
て
川
端

は
「
太
宰
治
氏
へ　

芥
川
賞
に
就
て
」
を
出
し
た
。
後
に
こ
れ
が
「
芥
川
賞

事
件
」
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
後
ほ
ど
詳
細
を
取
り
上
げ
る
が
、

太
宰
治
が
川
端
康
成
に
「
刺
す
」
と
書
い
た
こ
と
や
、
川
端
か
ら
太
宰
へ
の

返
答
の
中
に
「
妄
想
や
邪
推
」
な
ど
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
れ

ま
で
重
視
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
第
一
回
芥
川
賞
と
太
宰
治
の
作
家
像
が
ど
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
を
本
稿
で
検
討
し
て
い
く
。
特
に
『
文
藝
通
信
』
と
い
う

雑
誌
を
中
心
に
、
太
宰
治
の
作
家
像
を
形
成
し
て
い
る
言
説
を
取
り
上
げ
、

論
考
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
・
評
論
史
で
は
数
多
く
の
雑
誌
や
新
聞
か
ら

の
言
説
を
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
場
に
お
け
る
太
宰
に
関
す
る

言
説
を
抽
出
し
、
作
家
像
が
論
考
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
論
じ
る
方
法
は
、

多
く
の
資
料
を
一
気
に
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
従
来
の
研
究
や
評
論
と

は
異
な
っ
た
立
場
で
、一
つ
の
媒
体
と
し
て
『
文
藝
通
信
』
を
取
り
上
げ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
い
う
形
で
、
一
つ
の
場
に
出
て
く
る

言
説
を
集
中
的
に
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
作
家
像
が

ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
を
改
め
て
み
て
い
く
。

　

本
稿
で
論
考
し
て
い
く
内
容
と
し
て
、
ま
ず
『
文
藝
通
信
』
と
い
う
雑
誌

の
性
格
を
確
認
し
て
い
く
。
特
に
こ
の
雑
誌
が
、
太
宰
治
と
い
う
当
時
の
無

名
作
家
の
一
人
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
太
宰
が
出
し
た

「
川
端
康
成
へ
」
の
ジ
ャ
ン
ル
と
機
能
を
再
考
し
、公
開
手
紙
と
し
て
の
「
川

端
康
成
へ
」
が
一
つ
の
自
己
宣
伝
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
発

表
後
に
ど
の
よ
う
な
反
応
が
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
て
い
く
。
掲
載
後
す
ぐ

の
反
応
を
見
た
上
で
、一
年
が
経
過
し
た
後
の
第
一
回
芥
川
賞
と
太
宰
（
像
）

の
形
成
を
分
析
し
、
当
時
の
太
宰
に
関
す
る
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
。

２
、
雑
誌
『
文
藝
通
信
』
の
性
格
全
体
と
投
書
の
場

　
『
文
藝
通
信
』
と
い
う
文
芸
雑
誌
は
一
九
三
三
年
十
月
に
創
刊
号
が
出
さ

れ
、
一
九
三
七
年
三
月
ま
で
続
い
た
、
合
計
四
十
二
冊
の
小
冊
子
形
の
雑
誌

で
あ
っ
た
。
文
藝
春
秋
社
か
ら
発
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
る
が
、総
合
雑
誌『
文

藝
春
秋
』
と
は
大
き
く
異
な
る
性
格
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。
当
時
の
文
学
運
動

の
一
つ
と
し
て
の
「
文
藝
復
興
期
」
を
背
景
と
し
て
、『
文
藝
通
信
』
が
創

設
さ
れ
、
文
壇
の
動
き
な
ど
に
関
し
て
は
雑
誌
自
体
が
非
常
に
重
要
な
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（
（

。
本
節
で
は
『
文
藝
通
信
』
の
全
体
的
な
性
格

を
整
理
し
、
雑
誌
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

日
本
近
代
文
学
館
刊
行
の
複
刻
版
に
伴
い
、
八
木
書
店
が
宣
伝
文
を
出
し

て
お
り
、『
文
藝
通
信
』
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
文
芸
復
興
期
に
、
軽
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
、
小
品
、
文
壇
消
息
、

人
物
論
、
漫
画
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
毎
号
64
頁
の
小
冊
子
に
満
載
し
た

異
色
の
雑
誌
。
永
井
龍
男
が
編
集
。
芥
川
賞
受
賞
を
め
ぐ
っ
て
の
川
端

康
成
・
太
宰
治
の
応
酬
や
、
重
要
な
発
言
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
多
い

反
面
ゴ
シ
ッ
プ
記
事
も
多
く
、
他
に
類
の
な
い
小
雑
誌
と
し
て
、
興
味

つ
き
な
い
特
色
を
発
揮（

（
（

。

こ
の
説
明
は
確
か
に
『
文
藝
通
信
』
の
主
な
性
格
を
捕
え
て
い
る
と
言
え
る

が
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
こ
と
は
、『
文
藝
通
信
』
が
「
新
人
」「
新
進
作
家
」

の
た
め
の
雑
誌
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
志
し
て
い
る
新
人

作
家
が
こ
の
雑
誌
を
読
み
、
文
壇
の
動
き
や
文
学
世
界
の
状
況
を
把
握
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
、
一
九
三
五
年
一
月
以
降
、
芥
川
・
直
木
賞
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の
創
設
が
発
表
さ
れ
、
新
人
作
家
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
目
的
で
同
人
雑
誌
が

急
増
し
て
い
く
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、『
文
藝
春
秋
』
の
よ
う
な
総
合
雑
誌

よ
り
も
、新
人
向
け
の
情
報
が
中
心
と
な
る
、よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
『
文

藝
通
信
』
は
非
常
に
重
要
な
媒
体
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
創
刊
号
か
ら
一
九
三
四
年
二
月
号
ま
で
、
64
頁
目
に
出
さ
れ
て
い

た
「
投
稿
募
集
」
欄
に
あ
る
言
説
で
新
人
向
け
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

二
つ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
、
両
方
を
こ
こ
で
取
り
上
げ
、
そ
の

中
身
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
創
刊
号
の
場
合
に
は
、
特
に
新
人
向
け
の
言
説
が

な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、「
諸
君
の
文
藝
修
練
場
」
と
し
て
活
躍
で

き
る
と
書
い
て
あ
り
、
編
集
部
は
新
人
に
向
け
て
の
意
識
が
あ
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
ま
た
、
十
一
月
号
の
場
合
、
明
ら
か
に
新
人
が
意
識
さ
れ
て
い

る
。「『
文
藝
通
信
』
は
諸
君
の
文
壇
登
龍
門
だ
」
と
あ
り
、
ま
た
「
新
人
の

紹
介
を
使
命
と
す
る
本
誌
」と
い
う
言
説
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
八
木
書
店
の
紹
介
文
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
、
新
人
に

文
壇
や
文
学
世
界
の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
『
文
藝
通
信
』
の
主
な
役
割

の
一
つ
で
あ
る
。『
文
藝
通
信
』
の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
多
く
の
記
事
は
、

次
第
に
既
成
作
家
か
ら
新
人
に
向
け
て
の
内
容
に
な
り
、
い
わ
ば
先
輩
が
後

輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
い
う
場
に
も
な
っ
た
。
更
に
、
こ
う
し
た
「
文

壇
登
龍
門
」
と
い
う
言
説
は
一
九
三
四
年
二
月
号
ま
で
載
せ
ら
れ
、
文
壇
デ

ビ
ュ
ー
の
た
め
の
貴
重
な
媒
体
と
い
う
新
人
へ
の
意
識
と
ア
ピ
ー
ル
が
読
み

取
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
注
目
し
た
い
の
は
、
創
刊
号
の
「
原
稿
募
集
」
欄
の
左
側
の

「「
公
開
状
」
募
集
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
八
木
書
店
の
説
明

文
に
あ
る
よ
う
に
、『
文
藝
通
信
』
に
太
宰
治
と
川
端
康
成
の
第
一
回
芥
川

賞
に
関
す
る
応
酬
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
公
開
状
」
と
深
く
関

係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
文
藝
通
信
』
は
作
家
同
士
が
誌
面

に
公
開
手
紙
を
載
せ
る
場
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
募
集
も
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
最
初
に
誌
面
に
「
公
開
状
」
が
載
っ
た
の
は
、
一
九
三
三

年
十
二
月
号
で
あ
る
。「
文
壇
へ
の
公
開
状
」
と
い
う
小
特
集
が
設
け
ら
れ
、

赤
野
末
吉
「
文
壇
小
商
人
は
没
落
す
る
」
と
田
中
唯
良
「
一
隅
で
語
る
」
と

い
う
二
つ
で
あ
る
。そ
の
後
は
全
く
同
じ
小
特
集
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、

そ
の
代
わ
り
に
公
開
手
紙
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
散
見
で
き
る
。
例
え
ば
、

一
九
三
四
年
十
月
号
に
特
集
と
し
て
「
文
壇
人
私
信
集
」
が
設
け
ら
れ
、
合

計
十
三
通
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
「
公
開
状
」
に
関

わ
る
特
集
や
小
特
集
が
『
文
藝
通
信
』
に
出
て
く
る
の
だ
が
、
先
述
し
た
よ

う
に
、
こ
れ
ら
の
内
容
は
新
人
作
家
が
既
成
作
家
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め

の
も
の
で
、
文
壇
の
動
き
を
知
る
と
い
う
目
的
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
五
年
一
月
以
降
、『
文
藝
通
信
』
は
以
前
よ
り
「
新
人
」
を
意
識

1933年 12月号

1933年 10月創刊号
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し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
第
一
回
芥
川
・
直
木
賞
が
催
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
が
『
文
藝
通
信
』
及
び
『
文
藝
春
秋
』
の
一
月
号
に
発
表
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
賞
そ
れ
自
体
は
「
新
人
」
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
促
す
た
め
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
新
人
向
け
の
傾
向
が
『
文
藝
通
信
』
の
誌
面
で
強
く
な
っ

た
。
例
え
ば
、
一
九
三
五
年
二
月
号
に
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｌ
「
芥
川
賞
を
狙
ふ
人
々
」

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
冒
頭
部
は
「
ま
だ
一
度
も
ヂ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
へ
登
場

せ
ず
、
し
か
し
そ
の
実
力
は
あ
り
、
評
判
も
あ
る
新
人
群
を
簡
単
に
紹
介
し

て
み
る
」
と
い
う
文
章
か
ら
始
ま
る
。
多
く
の
新
人
作
家
の
名
前
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
合
計
六
七
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
十
四
人
は
詳
細
に

語
ら
れ
、
残
り
の
作
家
た
ち
は
「
そ
の
他
」
の
中
で
所
属
同
人
雑
誌
と
名
前

だ
け
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
芥
川
賞
を
狙
ふ
人
々
」
の

中
に
は
太
宰
治
の
名
前
も
見
え
る
が
、「
そ
の
他
」
で
檀
一
雄
と
岩
田
九
一

と
い
う
『
青
い
花
』
の
同
人
と
共
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

他
に
、一
九
三
五
年
三
月
号
に
吉
川
英
治
の
エ
ッ
セ
イ
「
新
人
へ
の
希
望
」

や
、
小
特
集
「
新
人
作
家
の
印
象
・
作
品
」
の
中
に
平
田
小
六
「
島
木
健
作

に
就
て
」、
武
田
麟
太
郎
「
大
谷
藤
子
む
だ
ば
な
し
」、
尾
崎
一
雄
「
丹
羽
文

雄
の
こ
と
」、
ま
た
四
月
号
の
室
生
犀
星
「
系
統
立
て
た
読
書
」
に
は
新
人

作
家
向
け
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
多
い
。
五
月
号
の
上
司
小
剣「
文
壇
萎
縮
時
代
」

で
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
主
に
語
ら
れ
る
も
の
の
、
新
進
作
家
へ
の
言
及

も
多
く
あ
り
、
匿
名
批
評
「
出
発
点
を
出
た
人
々
」
の
中
で
新
人
・
新
進
作

家
が
合
計
二
十
人
取
り
上
げ
ら
れ
、雑
誌
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
。
確
か
に
、

全
て
の
新
人
向
け
の
記
事
で
「
芥
川
賞
」
が
直
接
言
及
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
文
壇
の
中
で
認
め
ら
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
よ
う

な
内
容
が
多
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
『
文
藝
通
信
』
は
最
後
ま
で
こ
の
よ
う
な
「
新
人
」
へ
の
意
識
と
い
う
強

い
傾
向
を
持
ち
続
け
、「
文
壇
登
龍
門
」
の
精
神
を
維
持
し
て
い
た
と
言
え

よ
う
。
第
一
回
芥
川
賞
の
後
も
、
文
芸
賞
が
問
い
直
さ
れ
、
新
人
の
今
後
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
が
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
。『
文
藝
春
秋
』
と
い

う
総
合
雑
誌
と
比
較
す
る
と
、『
文
藝
通
信
』
の
寿
命
は
比
較
的
短
い
も
の

だ
っ
た
が
、
一
九
三
五
年
前
後
と
い
う
「
文
藝
復
興
期
」
に
お
い
て
は
、
新

人
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
に
意
識
を
置
い
て
い
た
雑
誌
と
し
て
非
常
に
重
要
な
媒

体
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
太
宰
治
が
第
一
回
芥
川
賞
に
落
選
し
た
際
に
は
、「
川

端
康
成
へ
」
と
い
う
も
の
を
出
す
た
め
の
場
が
既
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

３
、「
川
端
康
成
へ
」
の
ジ
ャ
ン
ル
と
機
能
を
再
考

　
『
文
藝
通
信
』
の
性
格
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
は
太
宰
治
の
「
川

端
康
成
へ
」
を
考
え
直
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
従
来
の
研
究
と
評
論
が

ど
の
よ
う
に
「
川
端
康
成
へ
」
を
扱
っ
て
き
た
の
か
を
重
視
し
た
い
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
雑
誌
の
性
格
が
「
川
端
康
成
へ
」
と
深
く
関
係
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
と
評
論
で
は
雑
誌
は
意
識
さ
れ
ず
作
家
自
身
と
併

読
す
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
と
評
論
に
お
け
る
ジ
ャ

ン
ル
の
問
題
を
考
察
し
た
上
で
、「
川
端
康
成
へ
」
を
公
開
手
紙
と
し
て
考

え
直
し
、
中
身
の
機
能
を
「
自
己
宣
伝
」
と
併
せ
て
捉
え
直
し
て
い
く
。

　

本
格
的
に
「
川
端
康
成
へ
」
が
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
主
に
太
宰

の
没
後
で
、『
小
説　

太
宰
治
』
の
中
で
檀
一
雄
は
「
川
端
康
成
氏
宛
の
「
文

芸
通
信
」
の
以
上
な
抗
議
は
、
太
宰
が
ひ
そ
か
に
川
端
氏
へ
、
一
番
期
待
を

つ
な
い
で
い
た
か
ら
だ
っ
た
」（

（
（

と
書
い
て
い
る
。
相
馬
正
一
が
「
川
端
に
投

げ
つ
け
た
抗
議
の
一
文
は
、
当
時
の
太
宰
の
心
的
情
況
か
ら
す
れ
ば
解
ら
ぬ

わ
け
で
も
な
い
が
、
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
は
太
宰
の
誤
解
に
基
づ
く

行
為
で
あ
っ
た
」（

（
（

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
井
原
あ
や
は
「
太
宰
が
芥
川
賞

銓
衡
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
川
端
康
成
に
抗
議
文
」（

（
（

を
出
し
た
と
し
、
鵜
飼

哲
夫
は
川
端
の
選
評
を
踏
ま
え
、「
太
宰
は
、
自
尊
心
を
傷
つ
け
ら
れ
、
即
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座
に
抗
議
文
を
雑
誌
に
公
表
し
た
」（

（
（

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
抗

議
文
」
と
い
う
枠
組
み
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
鵜
飼
哲
夫
は
太
宰
の

落
選
を
説
明
し
、「「
川
端
康
成
へ
」
と
い
う
太
宰
の
反
論
文
」（

（
（

が
書
か
れ
た

と
述
べ
る
。
小
谷
野
敦
も
「
川
端
康
成
へ
」
を
「
反
論
文
」（

（
（

と
い
う
類
と
し

て
取
り
上
げ
て
い
る
。
他
に
、
植
田
康
夫
が
川
端
の
選
評
と
太
宰
の
反
応
を

取
り
上
げ
、「
川
端
に
反
駁
し
た
」（
（1
（

と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
評
論
の
中
で「
川

端
康
成
へ
」
は
「
反
論
文
」
や
「
反
駁
文
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

　

ま
た
、
他
の
先
行
研
究
を
確
認
す
る
と
、
松
本
和
也
は
「
川
端
康
成
へ
」

を
八
つ
の
パ
ー
ツ
に
分
け
た
上
で
、
そ
の
中
に
作
家
「
太
宰
治
私
生
活
情

報
」（
（1
（

が
多
く
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。安
藤
宏
は「
川
端
康
成
へ
」を
直
接
ジ
ャ

ン
ル
化
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
を
「
反
撃
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
こ
の

時
期
の
太
宰
は
「
実
生
活
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」（
（1
（

を
し
て
い
る
と
展
開
し
て

い
く
の
で
、「
川
端
康
成
へ
」
を
そ
の
枠
組
み
に
入
れ
て
考
え
て
い
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
他
に
も「
川
端
康
成
へ
」は
、例
え
ば「
短
文
」（
（1
（

や「
小

文
」（
（1
（

な
ど
の
形
で
ジ
ャ
ン
ル
化
さ
れ
て
い
る
の
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
先
ほ
ど
取
り
上
げ
た
「
抗
議
文
」
と
し
て
最
も
意
識
さ
れ

て
き
た
形
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
従
来
の
研
究
と
評
論
に
お
い
て
「
川
端

康
成
へ
」
は
生
身
の
作
家
で
あ
る
太
宰
治
と
併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、こ
こ
で
は
改
め
て「
川
端
康
成
へ
」の
ジ
ャ
ン
ル
を「
公
開
手
紙
」

と
し
て
捉
え
直
し
、そ
の
中
に
あ
る
機
能
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。ま
ず
、「
公

開
手
紙
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。
個
人
宛
の
手
紙
と
異
な

り
、
公
開
手
紙
は
多
く
の
人
が
そ
の
内
容
を
読
む
と
い
う
前
提
で
書
く
こ
と

に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
「
創
作
」
と
は
言
わ
な
い
が
、
個
人
宛
の
手
紙
と
同
じ

精
神
で
書
か
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
内
容
は
必
ず
し
も
真
実
で
あ
る
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
公
開
手
紙
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
置
き
換
え
る
と
、『
文
藝
通

信
』
の
読
者（
（1
（

を
意
識
し
な
が
ら
書
く
も
の
と
な
る
。
た
だ
、
既
述
し
た
よ
う

に
、
中
身
は
全
て
が
真
実
で
は
な
い
。
公
開
手
紙
の
特
徴
の
一
つ
は
、
虚
実

混
在
と
い
う
書
き
方
で
、
読
者
が
そ
の
中
身
の
虚
と
実
を
分
け
て
読
む
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
特
に
新
人
で
あ
っ
た
太
宰
治
に
と
っ
て
、
自
身
の
存
在
を

文
壇
の
作
家
た
ち
に
知
ら
せ
る
た
め
の
よ
い
機
会
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
「
川
端
康
成
へ
」
の
中
に
あ
る
虚
実
混
在
を
確
認
す
る
と
、『
道

化
の
華
』
の
生
成
情
報
が
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
作
品
の
出
来
上
が
り
に
つ
い

て
多
く
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
が
次
で
あ
る
。

「
道
化
の
華
」は
、三
年
前
、私
、二
十
四
歳
の
夏
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

「
海
」
と
い
ふ
題
で
あ
つ
た
。
友
人
の
今
官
一
、
伊
馬
鵜
平
に
読
ん
で

も
ら
つ
た
が
そ
れ
は
、
現
在
の
も
の
に
く
ら
べ
て
、
た
い
へ
ん
素
朴
な

形
式
で
、
作
中
の
「
僕
」
と
い
ふ
男
の
独
白
な
ぞ
は
全
く
な
か
つ
た
の

で
あ
る
。
物
語
だ
け
が
き
ち
ん
と
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ

の
と
し
の
秋
、
ジ
ッ
ド
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
論
を
御
近
所
の
赤
松
月

船
氏
よ
り
借
り
て
読
ん
で
考
へ
さ
せ
ら
れ
、
私
の
原
始
的
な
端
正
で
さ

へ
あ
つ
た
「
海
」
と
い
ふ
作
品
を
ず
た
ず
た
に
切
り
き
ざ
ん
で
、「
僕
」

と
い
ふ
男
の
顔
を
作
中
の
随
所
に
出
没
さ
せ
、
日
本
に
ま
だ
な
い
小
説

だ
と
友
人
間
に
威
張
つ
て
ま
は
つ
た
。
友
人
の
中
村
地
平
、
久
保
隆
一

郎
、
そ
れ
か
ら
御
近
所
の
井
伏
さ
ん
に
も
読
ん
で
も
ら
つ
て
、
評
判
が

よ
い
。
元
気
を
得
て
、
さ
ら
に
手
を
入
れ
、
消
し
去
り
書
き
加
へ
、
五

回
ほ
ど
清
書
し
直
し
て
、
そ
れ
か
ら
大
事
に
押
し
入
れ
の
紙
袋
に
し
ま

つ
て
置
い
た
。
今
年
の
正
月
ご
ろ
友
人
檀
一
雄
が
そ
れ
を
読
み
、
こ
れ

は
、
君
、
傑
作
だ
、
ど
こ
か
の
雑
誌
社
へ
持
ち
込
め
、
僕
は
川
端
康
成

氏
の
と
こ
ろ
へ
た
の
み
に
行
つ
て
み
る
。
川
端
氏
に
な
ら
、
き
つ
と
こ

の
作
品
が
判
る
に
ち
が
ひ
な
い
、
と
言
つ
た
。
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こ
こ
で
は
三
点
を
中
心
に
見
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
、
固
有
名
詞
の
多
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。な
る
べ
く
多
く
の
名
前
を
載
せ
る
こ
と
に
よ
り
、『
道
化
の
華
』

の
質
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
の
中
に
は
、

井
伏
鱒
二
と
い
う
既
成
作
家
で
あ
る
文
壇
人
の
名
前
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま

た
、
最
後
に
川
端
康
成
の
名
前
も
出
て
く
る
こ
と
で
、『
道
化
の
華
』
の
出

来
栄
え
が
い
い
と
い
う
強
調
に
つ
な
が
る
。
次
に
考
え
る
の
は
、『
道
化
の

華
』
の
書
き
直
し
に
関
す
る
言
葉
遣
い
で
あ
る
。「
海
」
と
い
う
作
品
の
実

在
に
つ
い
て
は
別
の
議
論
と
な
る
が
、
書
き
直
し
と
い
う
の
は
作
品
の
質
が

更
に
磨
か
れ
た
と
い
う
主
張
に
つ
な
が
る
。
数
人
に
読
ま
れ
た
後
、
書
き
直

し
、
再
び
評
価
さ
れ
、「
評
判
が
よ
い
」
と
認
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
さ
ら
に
手
を
入
れ
、
消
し
去
り
書
き
加
へ
、
五
回
ほ
ど
清
書
し
直
し
」
た

こ
と
は
、『
道
化
の
華
』
の
質
が
向
上
し
た
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
取
れ

る
。
最
後
に
見
て
お
き
た
い
の
は
、『
道
化
の
華
』
を
読
ん
だ
人
た
ち
の
評

価
で
あ
る
。
既
に
「
評
判
が
よ
い
」
と
な
り
、
最
終
的
に
は
「
傑
作
だ
」
と

高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
書
き
直
し
の
結
果
を
明
確
に
し
た
書
き
方

で
、『
道
化
の
華
』
の
未
読
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

『
文
藝
通
信
』
の
「
川
端
康
成
へ
」
と
い
う
公
開
手
紙
を
読
む
人
は
、『
道
化

の
華
』
の
未
読
者
で
あ
れ
ば
、
数
回
書
き
直
さ
れ
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
「
傑

作
」
の
こ
と
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
読
み
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
３
点
は
ま

さ
に
自
己
宣
伝
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

川
端
へ
の
批
判
も
同
じ
よ
う
な
機
能
を
し
て
い
る
。
従
来
の
読
ま
れ
方
で

は
、
特
に
川
端
へ
の
批
判
が
重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
中
身
を
公
開
手
紙

と
い
う
形
式
に
置
き
換
え
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
前
提
で
書
か
れ
た
も
の

と
し
て
読
み
直
し
て
み
た
い
。「
お
た
が
ひ
に
下
手
な
嘘
は
つ
か
な
い
こ
と

に
し
よ
う
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
次
の
箇
所
が
多
く
の
読
者
の
目

を
引
く
。

（
前
略
）
そ
の
生
活
が
二
ケ
月
ほ
ど
つ
づ
い
て
、
八
月
の
末
文
藝
春
秋

を
本
屋
の
店
頭
で
読
ん
だ
と
こ
ろ
が
、あ
な
た
の
文
章
が
あ
つ
た
。「
作

者
目
下
の
生
活
に
厭
な
雲
あ
り
て
、
云
々
。」
事
実
、
私
は
憤
怒
に
燃

え
た
。
幾
夜
も
寝
苦
し
い
思
ひ
を
し
た
。

　

小
鳥
を
飼
ひ
、
舞
踏
を
見
る
の
が
そ
ん
な
に
立
派
な
生
活
な
の
か
。

刺
す
。
さ
う
思
つ
た
。
大
悪
党
だ
と
思
つ
た
。
そ
の
う
ち
に
、
ふ
と
あ

な
た
の
私
に
対
す
る
ネ
ル
リ
の
や
う
な
、
ひ
ね
こ
び
た
熱
い
強
烈
な
愛

情
を
ず
つ
と
奥
底
に
感
じ
た
。
ち
が
ふ
。
ち
が
ふ
と
首
を
ふ
つ
た
が
、

そ
の
、
冷
く
装
う
て
は
ゐ
る
が
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
ふ
う
の
は
げ
し

く
錯
乱
し
た
あ
な
た
の
愛
情
が
私
の
か
ら
だ
を
か
つ
か
つ
と
ほ
て
ら
せ

た
。
さ
う
し
て
、
そ
れ
は
あ
な
た
に
は
な
ん
に
も
気
づ
か
ぬ
こ
と
だ
。

新
人
作
家
で
あ
る
太
宰
治
が
既
成
作
家
で
あ
る
川
端
康
成
に
公
の
場
で
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
語
る
こ
と
は
、
ま
だ
「
太
宰
治
」
と
い
う
作
家
を
知
ら
な
い

人
に
そ
の
存
在
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
ろ
う
。
既
成
作
家
の
評
言
に

「
憤
怒
に
燃
え
」、「
刺
す
」
と
思
う
よ
う
な
作
家
と
、
そ
の
「
傑
作
」
の
存

在
を
知
ら
せ
る
宣
伝
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
公
開
手
紙

の
最
後
の
段
落
も
同
じ
よ
う
に
機
能
を
し
て
お
り
、特
に
最
後
の
一
行
は「
あ

な
た
は
、
作
家
と
い
ふ
も
の
は
「
間
抜
け
」
の
中
で
生
き
て
ゐ
る
も
の
だ
と

い
ふ
こ
と
を
、
も
つ
と
は
つ
き
り
意
識
し
て
か
か
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
あ
る
よ
う
に
、
印
象
に
残
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
書

き
方
は
、
文
壇
に
ま
だ
さ
ほ
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
新
人
作
家
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
少
な
く
と
も
『
文
藝
通
信
』
の
読
者
の
目
は
引
く
だ
ろ
う
。
こ
れ

が
公
開
手
紙
の
裏
に
あ
る
自
己
宣
伝
の
機
能
と
な
る
。

　

も
う
一
つ
の
意
識
す
べ
き
点
と
し
て
、『
文
藝
通
信
』
と
い
う
媒
体
の
性

格
か
ら
見
て
、
こ
の
よ
う
な
公
開
手
紙
が
雑
誌
そ
の
も
の
に
合
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
公
開
手
紙
が
編
集
部
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
ら
ず
に
雑
誌
に
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載
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
特
に
他
の
号
の
内
容
も
検
討
し
て
み
る
と
、
多
く

の
記
事
は
依
頼
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、「
川
端
康
成
へ
」
を
載
せ
る
こ

と
が
雑
誌
の
作
戦
だ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
芥
川
賞
に
落
選
し
た

作
家
が
、
文
壇
の
作
家
た
ち
の
意
識
を
引
く
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
内
容
を

掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
反

応
で
あ
る
。
次
節
で
太
宰
治
の
公
開
手
紙
「
川
端
康
成
へ
」
の
掲
載
後
を
確

認
し
な
が
ら
、
太
宰
治
の
作
家
像
の
形
成
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

４
、
公
開
手
紙
の
掲
載
直
後
の
反
応

　

こ
れ
ま
で
「
川
端
康
成
へ
」
を
公
開
手
紙
と
し
て
捉
え
直
し
、
多
く
の
人

に
読
ま
れ
る
前
提
で
書
か
れ
た
と
い
う
枠
で
考
え
直
し
て
み
た
。そ
し
て「
川

端
康
成
へ
」
の
内
容
が
自
己
宣
伝
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

論
考
し
た
。
問
題
と
し
て
残
る
の
は
、
果
た
し
て
そ
の
機
能
は
効
果
的
だ
っ

た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
文
藝
通
信
』
の
一
九
三
五
年

十
一
月
号
以
降
で
太
宰
治
が
い
か
に
語
ら
れ
た
の
か
を
取
り
上
げ
、
そ
の
作

家
像
を
考
察
し
て
ゆ
く
。

　

最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
反
応
は
、
川
端
康
成
自
身
の
返
事
で
あ
る
「
太

宰
治
氏
へ　

芥
川
賞
に
就
て
」（
（1
（

と
山
岸
外
史
の
公
開
手
紙
「
憤
怒
す
る
太
宰

治
へ
」
と
い
う
二
つ
で
あ
る
。
ま
ず
、
川
端
の
返
事
を
考
え
て
み
る
と
、
そ

の
内
容
の
多
く
は
芥
川
賞
選
考
委
員
会
の
動
き
を
説
明
し
て
い
る
。例
え
ば
、

瀧
井
孝
作
や
佐
藤
春
夫
な
ど
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
や
、
入
選
作
の
選
び
方
が

説
明
さ
れ
、「
太
宰
氏
は
委
員
会
の
模
様
な
ど
知
ら
ぬ
と
云
ふ
か
も
し
れ
な

い
。
知
ら
な
い
な
ら
ば
、尚
更
根
も
葉
も
な
い
妄
想
や
邪
推
は
せ
ぬ
が
よ
い
」

と
や
や
強
い
書
き
方
を
し
て
い
る
。
更
に
読
ん
で
み
る
と
、『
道
化
の
華
』

を
見
直
す
と
い
う
会
話
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
し
か
し
、
予
選
の

全
権
を
一
旦
瀧
井
氏
に
委
託
し
た
以
上
、
瀧
井
氏
に
従
ふ
べ
き
で
、
差
出
口

は
控
へ
た
と
云
つ
た
」
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
文
壇
で
の
力
関
係
の
問
題
は

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
宰
が
ど
の
よ
う
に
提

示
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
川
端
は
太
宰
の「
妄
想
」

や
「
邪
推
」
に
怒
り
を
覚
え
て
い
た
よ
う
に
書
い
て
い
る
が
、
同
時
に
高
く

評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
特
に
、
最
後
の
段
落
に
は
、
次
の
よ
う
な

言
葉
が
見
え
る
。

　

た
だ
私
と
し
て
は
、
作
者
自
身
も
「
道
化
の
華
」
の
方
を
「
逆
行
」

に
優
る
と
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
太
宰
氏
に
す
ま
な
い
と
も
思
ふ
。
し
か

し
、「
逆
行
」
の
方
が
よ
い
と
し
た
私
が
、
太
宰
氏
の
理
解
者
で
な
か

つ
た
と
し
て
も
、今
急
に
考
へ
改
め
ら
れ
な
い
。「
生
活
に
厭
な
雲
云
々
」

も
不
遜
の
暴
言
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
潔
く
取
消
し
、「
道
化
の
華
」

は
後
日
太
宰
氏
の
作
品
集
の
出
た
時
に
で
も
、
読
み
直
し
て
み
た
い
。

そ
の
時
は
、
私
の
見
方
も
変
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
太
宰
氏
の
自
作
に

対
す
る
考
へ
方
も
、
ま
た
、
或
ひ
は
変
つ
て
ゐ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思

は
れ
る
。

再
び
『
文
藝
通
信
』
と
い
う
媒
体
の
性
格
を
考
慮
す
る
と
、
川
端
の
返
事
は

先
輩
と
し
て
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
太
宰
の
今
後
の
活
動
に
期
待
を
持
っ

て
い
る
と
も
読
み
取
れ
る
。
傍
線
部
に
『
道
化
の
華
』
を
「
太
宰
氏
の
作
品

集
」
で
読
み
直
し
た
い
と
あ
り
、
そ
れ
を
契
機
に
作
品
を
考
え
直
す
可
能
性

を
述
べ
て
い
る
。
芥
川
賞
の
結
果
に
関
す
る
評
言
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
川

端
は
太
宰
の
才
能
を
認
め
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
返
事
の
存
在
か
ら
太
宰
の
公
開
手
紙
に
は
川
端
か
ら
の
返
事
を
促
す
ほ
ど

の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る（
（1
（

。

　

次
に
見
る
の
は
、
山
岸
外
史
の
公
開
手
紙
の
内
容
だ
が
、
山
岸
の
公
開
手

紙
は
川
端
の
返
事
の
倍
以
上
の
長
さ
が
あ
り
、
こ
こ
で
丁
寧
に
分
析
す
る
こ
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と
は
困
難
で
あ
る
が
、
山
岸
も
太
宰
の
才
能
や
可
能
性
を
認
め
て
い
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
な
点
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
冊
紙
で
『
芥
川
賞
後
日
異
聞
』
を
読
ん
だ
。
通
信

の
記
者
は
う
ま
い
こ
と
を
言
ふ
。
君
の
あ
の
川
端
康
成
へ
の『
泣
き
言
』

は
、立
派
に
、後
日
異
聞
で
あ
つ
た
や
う
だ
。
僕
も
、一
批
評
家
と
し
て
、

そ
れ
に
立
派
に
同
感
す
る
。
こ
の
時
代
で
ほ
ん
気
に
な
つ
て
怒
つ
た
り

笑
つ
た
り
す
る
こ
と
は
全
く
異
聞
に
属
す
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
ね
。

　

も
と
よ
り
、
あ
の
文
章
を
読
ん
で
、
君
の
腹
底
を
、
ま
た
君
の
瞋
恚

を
読
ん
で
、
そ
の
感
情
が
上
手
に
文
章
ら
し
く
糊
塗
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ

た
こ
と
を
恰
度
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
妻
君
に
宛
て
た
生
生
し
い
手
紙

を
読
む
や
う
で
快
か
つ
た
。
常
談
が
な
い
。
こ
れ
は
流
石
に
頼
母
し
か

つ
た
よ
。
あ
れ
は
、
君
の
書
簡
集
に
入
る
。
如
何
に
も
ジ
ヤ
ー
ナ
ル
で

も
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
し
て
、
君
が
最
も
正
鵠
を
得
て
川
端
康
成
氏
の

核
心
を
突
い
た
と
い
ふ
こ
と
に
も
、
無
論
、
僕
は
双
手
を
挙
げ
て
賛
成

す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
一
部
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、
山
岸
は
太
宰
の
言
動
に
賛
成
し
て
い

る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
評
言
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
山
岸

の
公
開
手
紙
の
中
で
は
「
川
端
康
成
へ
」
が
直
接
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、

川
端
と
同
じ
よ
う
に
、
太
宰
の
公
開
手
紙
へ
の
反
応
と
し
て
読
み
取
れ
る
。

他
に
も
、
山
岸
は
太
宰
の
作
品
『
道
化
の
華
』
に
つ
い
て
多
く
語
り
、
川
端

の
発
言
に
あ
る
「
作
者
目
下
の
生
活
に
厭
な
雲
あ
り
て
」
と
い
う
の
は
作
品

と
併
せ
て
読
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
発
言
は
川
端
の
『
道
化
の
華
』
に
関
す
る
解
釈
と
し
て
考
え
直
す
こ

と
が
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（
（1
（

。

　

十
一
月
号
に
読
者
か
ら
の
文
章
が
あ
り
、
そ
の
中
で
太
宰
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
よ
う
。「
読
者
談

話
室
」
に
正
木
映
三
の
次
の
言
説
が
あ
る
。

芥、

川、

賞、

後、

日、

異、

聞、

は
、
ゴ
シ
ツ
プ
的
に
起
つ
た
（
正
面
か
ら
の
抗
議
で

な
く
）
風
聞
に
対
し
て
自
己
の
立
場
を
語
つ
た
作
家
と
し
て
の
良
心
的

産
物
で
あ
つ
て
幾
分
、
文
壇
の
雰
囲
気
が
覗
は
れ
る
。

更
に
、
同
じ
欄
に
伴
野
一
也
の
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

　

近
時
に
が
に
が
し
い
記
事
一
つ
。
―
―
太
宰
治
君
の「
川
端
康
成
へ
」

は
ど
こ
か
で
武
田
麟
太
郎
氏
も
言
及
し
て
を
ら
れ
た
が
、
確
か
に
あ
れ

は
潔
く
な
か
つ
た
。
落
選
し
た
ヤ
ケ
を
八
ツ
当
り
し
て
ゐ
る
と
し
か
と

れ
ぬ
。
気
持
わ
か
ら
な
い
事
は
な
い
が
、
も
し
そ
の
憤
懣
が
真
実
な
ら

繰
言
の
べ
る
暇
で
川
端
康
成
氏
を
瞠
若
さ
せ
る
や
う
な
も
の
を
書
い
た

ら
い
ゝ
ぢ
や
な
い
か
。
文
人
の
襟
度
は
よ
き
を
よ
し
と
す
る
に
吝
か
で

は
な
い
筈
だ
。
ま
た
文
藝
通
信
も
あ
れ
を
載
せ
る
の
に
、
太
宰
君
の
将

来
の
た
め
再
考
し
て
欲
し
か
つ
た
。
惜
し
む
。

こ
の
中
に
は
、
や
や
異
な
っ
た
意
見
が
う
か
が
え
る
が
、
太
宰
治
の
公
開
手

紙
に
関
す
る
反
応
が
す
ぐ
翌
月
に
出
て
く
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
、

正
木
評
で
は
、
太
宰
の
名
前
が
直
接
出
て
こ
な
い
が
、「
作
家
と
し
て
の
良

心
的
産
物
」
と
あ
る
よ
う
に
、
太
宰
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
伴

野
評
で
は
、
先
ほ
ど
確
認
し
た
山
岸
の
公
開
手
紙
に
も
あ
る
よ
う
な
共
感
が

う
か
が
え
る
。
し
か
も
、
公
開
手
紙
に
お
け
る
『
文
藝
通
信
』
の
い
わ
ゆ
る

意
図
が
問
わ
れ
、
そ
の
影
響
と
新
人
作
家
で
あ
る
太
宰
の
将
来
を
心
配
す
る

読
者
の
視
点
と
し
て
の
価
値
も
あ
る
。
ま
た
、十
二
月
号
の
「
読
者
談
話
室
」

で
弘
前
か
ら
の
読
者
で
あ
る
石
橋
修
平
が
「
先
月
川
端
康
成
へ
「
刺
す
」
な
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ん
て
云
つ
た
太
宰
治
は
こ
つ
ち
の
田
舎
か
ら
出
た
人
だ
」
と
公
開
手
紙
の
一

部
を
取
り
上
げ
る
が
、「
高
見
順
み
た
い
に
お
と
な
し
く
し
て
ゐ
る
と
今
に

ラ
ク
に
芥
川
賞
な
ん
か
天
降
る
人
だ
」
と
い
う
よ
う
に
太
宰
に
期
待
を
述
べ

て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
言
説
も
、
太
宰
の
公
開
手
紙
へ
の
反
応
と
し
て
早
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
、
公

開
手
紙
に
対
す
る
反
応
は
早
か
っ
た
も
の
の
、
太
宰
の
作
家
像
は
特
に
語
ら

れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
十
二
月
号
の
「
読
者
談
話
室
」
で
の
「
刺
す
」

と
い
う
現
在
な
お
注
目
さ
れ
る
一
部
を
石
橋
は
取
り
上
げ
る
が
、
と
は
い
え

太
宰
像
が
ま
だ
こ
の
時
点
で
誌
面
で
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。し
か
し
、

重
要
な
の
は
、
太
宰
治
の
公
開
手
紙
「
川
端
康
成
へ
」
は
す
ぐ
に
注
目
を
浴

び
、
自
己
宣
伝
の
効
果
が
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

５
、
そ
の
後
の
反
応
と
太
宰
像
の
形
成

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
太
宰
治
の
公
開
手
紙
は
す
ぐ
に
多
く
の
反

応
を
起
こ
し
、
注
目
を
浴
び
る
の
に
効
果
的
で
あ
っ
た
が
、
作
家
像
が
雑
誌

の
紙
面
に
お
い
て
作
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
公
開
手
紙
掲
載

後
の
、
一
九
三
六
年
を
中
心
に
太
宰
治
の
作
家
像
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ

た
の
か
を
論
考
し
て
い
く
。

　

紙
面
に
お
け
る
言
説
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
こ
こ
で
文
藝
春
秋
社
の
太
宰

に
関
す
る
意
識
を
少
し
考
え
直
し
て
み
た
い
。
第
一
回
芥
川
賞
は
文
藝
春
秋

社
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で（
（1
（

、「
川
端
康
成
へ
」
と
い

う
公
開
手
紙
が
起
こ
す
注
目
は
会
社
そ
れ
自
体
が
期
待
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、『
文
藝
春
秋
』
の
一
九
三
五
年
十
月
号
に
太
宰
の

作
品
『
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
』
が
載
せ
ら
れ
、
末
尾
部
の
す
ぐ
下
に
『
文
藝
通

信
』
の
十
月
号
、
す
な
わ
ち
「
川
端
康
成
へ
」
が
掲
載
さ
れ
た
号
に
関
す
る

広
告
が
あ
る
。
レ
イ
ア
ウ
ト
に
注
目
す
る
と
『
文
藝
通
信
』
十
月
号
は
「
特

輯
号
」（
（2
（

と
さ
れ
、「
芥
川
賞
後
日
異
聞
」
は
太
字
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
文

藝
春
秋
』
の
一
九
三
五
年
十
一
月
号
に
ま
た
『
文
藝
通
信
』
に
関
す
る
広
告

が
あ
り
、
こ
の
場
合
は
川
端
康
成
の
返
信
で
あ
る
「
太
宰
治
氏
へ　

芥
川
賞

に
就
て
」
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
強
調
と
し
て
注
目
す
べ
き
記
事
に
「
★
」

の
印
が
あ
る
。
こ
の
広
告
の
効
果
に
つ
い
て
は
更
な
る
研
究
が
必
要
で
あ
る

が
、
文
藝
春
秋
社
の
第
一
回
芥
川
賞
と
太
宰
治
・
川
端
康
成
に
関
す
る
意
識

が
強
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

更
に
、『
文
藝
通
信
』
の
一
九
三
六
年
一
月
新
年
号
に
太
宰
治
の
エ
ッ
セ

イ
集
『
も
の
思
ふ
葦
』（
（2
（

の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

重
要
な
点
と
し
て
、
掲
載
場
所
が
「
作
家
の
感
想
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
以
前
の
号
の
例
に
倣
う
と
、こ
こ
に
随
筆
を
載
る
こ
と
は
「
新
人
」「
新

進
作
家
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
い
う
意
味
に
な
る
。
す
る
と
、『
文
藝
通

信
』
一
月
号
で
は
太
宰
が
既
に
「
無
名
新
人
」
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
が
意

識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
ッ
セ
イ
集
『
も
の

思
ふ
葦
』
は
同
人
雑
誌
『
日
本
浪
曼
派
』
な
ど
に
断
片
的
に
発
表
さ
れ
て
い 『文藝春秋』1935年 11月号

『文藝春秋』1935年 10月号



小田桐ジェイク：第一回芥川賞と太宰治の作家像形成――公開手紙「川端康成へ」における自己宣伝の機能

─ 130 ─

た
も
の
で
、
特
別
に
『
文
藝
通
信
』
の
た
め
に
書
か
れ
た
内
容
で
は
な
い
こ

と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、『
文

藝
通
信
』
の
誌
面
に
お
け
る
太
宰
治
に
関
す
る
意
識
が
「
無
名
新
人
」
か
ら

「
新
人
」
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に『
文
藝
通
信
』に
お
け
る
太
宰
の
存
在
感
が
次
第
に
強
く
な
っ

て
い
く
上
で
、
他
に
ど
の
よ
う
な
形
で
太
宰
が
言
及
さ
れ
、
作
家
像
が
形
成

さ
れ
て
き
た
の
か
。
誌
面
を
確
認
す
る
と
、
一
九
三
六
年
の
後
半
か
ら
は
特

に
多
く
の
言
説
が
散
見
さ
れ
、
三
月
号
の
「
読
者
談
話
室
」
に
「
新
潟　

影　

欽
平
」
と
い
う
読
者
か
ら
の
投
稿
が
あ
る
。
そ
の
中
で
影
は
「
考
へ
て
見
る

と
大
体
作
家
な
ん
て
変
な
も
の
だ
」
と
述
べ
た
上
で
、
大
衆
文
学
と
純
文
学

の
議
論
を
取
り
上
げ
、
作
家
た
ち
の
紙
面
で
の
対
話
が
「
失
礼
の
様
だ
が
甚

し
い
認
識
不
足
で
は
な
い
か
と
思
ふ
」
と
批
判
的
な
声
を
あ
げ
る
。
そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
、
影
は
次
の
よ
う
に
太
宰
と
川
端
の
状
態
を
述
べ
て
い
る
。

　

昨
年
の
文
藝
通
信
十
月
号
の
芥
川
賞
後
日
異
聞
を
見
て
太
宰
治
は

中
々
痛
い
事
を
云
ふ
人
だ
と
感
じ
余
計
の
事
の
様
だ
が
川
端
康
成
は
ざ

ぞ
か
し
痛
い
所
が
あ
つ
た
ゞ
ら
う
。
あ
れ
を
読
ん
で
太
宰
治
に
一
辺
会

ひ
た
く
な
つ
た
。

一
九
三
五
年
の
十
月
号
及
び
十
一
月
号
が
直
接
言
及
さ
れ
、
太
宰
の
公
開
手

紙
の
中
身
に
は
「
中
々
痛
い
事
」
や
「
余
計
の
事
の
様
」
な
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
川
端
の
返
信
に
も
同
じ
よ
う
な
様
子
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

太
宰
の
作
家
像
が
強
く
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
後
の
「
太

宰
治
に
一
辺
会
ひ
た
く
な
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
人
間
」
の

太
宰
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
雑
誌
に
お
け
る
太
宰
治
の
存
在
感
が
出
来
上
が
っ
て
い
る

が
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
第
三

回
芥
川
賞
が
発
表
さ
れ
て
す
ぐ
後
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
評
価
が
多
く
出
さ

れ
て
い
る
中
、
太
宰
治
の
名
前
が
再
び
十
一
月
号
に
出
て
く
る
。
Ｂ
・
Ｂ
・

Ｂ
「
文
壇
な
く
て
七
癖
物
語
（
文
壇
報
告
書
）」
と
い
う
評
論
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
、
そ
の
中
で
『
日
本
浪
曼
派
』
の
同
人
で
あ
る
檀
一
雄
が
取
り
上

げ
ら
れ
た
上
で
、
太
宰
が
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
浪
曼
派
の
太
宰
治
、
彼
の
人
の
顔
を
み
れ
ば
必
ず
愚
痴
を
こ

ぼ
す
癖
は
少
々
度
外
れ
で
あ
る
。
中
々
い
い
素
質
を
も
つ
て
ゐ
る
の
だ

が
、
惜
し
い
事
に
「
生
命
に
か
ゝ
は
る
」
と
い
ふ
癖
が
あ
る
。
文
学
で

『文藝春秋』1936年１月号
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飯
を
く
ふ
な
ん
か
余
程
の
大
家
に
な
ら
な
け
れ
ば
至
難
の
事
で
今
度
の

芥
川
賞
で
ど
う
や
ら
浮
び
上
つ
た
鶴
田
知
也
と
小
田
嶽
夫
に
し
た
つ
て

十
年
も
女
房
の
内
職
で
雌
伏
し
て
来
た
ん
だ
か
ら
太
宰
も
あ
の
若
さ
で

認
め
ら
れ
た
だ
け
で
も
御
の
字
と
云
は
な
く
ち
や
な
ら
な
い
が
、
と
に

角
借
金
や
原
稿
買
込
み
の
方
法
と
し
て
二
言
目
に
は
「
死
生
の
境
だ
か

ら
」
と
や
ら
れ
た
ん
で
は
当
人
も
苦
し
い
だ
ら
う
が
、
聞
か
さ
れ
る
方

で
も
少
し
気
の
い
い
奴
な
ら
神
経
衰
弱
に
な
つ
て
し
ま
ふ
。

こ
の
評
論
の
中
で
太
宰
は「
必
ず
愚
痴
を
こ
ぼ
す
癖
は
少
々
度
外
れ
で
あ
る
」

と
い
う
よ
う
に
語
ら
れ
、ち
ょ
う
ど
同
じ
十
一
月
号
に
太
宰
の
エ
ッ
セ
イ「
先

生
三
人
」
が
「
新
人
の
感
想
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
太
宰
が
自
作
『
創
生
記
』（
（2
（

に
対
す

る
中
條
百
合
子
「
文
芸
時
評
︻
五
︼　

十
月
の
諸
雑
誌
か
ら
―
―
封
建
風
な

徒
弟
気
質
」（
（2
（

で
の
評
価
に
つ
い
て
反
論
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
が
同
時
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
太
宰
の
作
家
像
に
深
く
関
わ
り
、
特
に
Ｂ
・

Ｂ
・
Ｂ
評
で
は
芥
川
賞
関
係
作
家
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
中
に
太
宰

が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

　

次
に
見
る
の
は
、
十
二
月
号
の
特
集
「
今
年
の
諸
問
題
を
決
算
す
る
」
に

入
っ
て
い
る
板
垣
直
子
「
今
日
の
デ
カ
ダ
ニ
ズ
ム
文
学
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ

で
あ
る
。
一
年
間
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
気
に
な
る
作
家
が
何
人
か
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
他
作
家
の
作
品
に
絶
望
や
自
殺
が
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
つ
つ
、
太
宰
が
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
る
。

ま
た
、
極
め
て
現
代
の
青
年
作
家
ら
し
い
一
種
の
歪
み
を
持
つ
て
ゐ
る

大
宰
治
氏
は
、「
つ
ね
に
絶
望
の
と
な
り
に
ゐ
る
」
と
い
ふ
述
懐
を
く

り
か
へ
し
て
ゐ
る
（
中
略
）。

　

太
宰
治
氏
を
今
風
な
青
年
だ
と
先
に
い
つ
た
。リ
リ
ツ
ク
が
あ
つ
て
、

絶
望
と
反
抗
が
そ
れ
に
加
は
り
、
一
つ
の
雰
囲
気
を
作
つ
て
ゐ
る
。
し

か
し
文
学
の
形
式
と
し
て
み
れ
ば
、
自
己
を
肯
定
し
主
観
を
混
じ
す
ぎ

る
た
め
に
、
す
な
ほ
な
作
風
が
生
れ
な
い
。
従
つ
て
描
写
が
生
き
て
こ

な
い
。
氏
の
流
儀
だ
と
作
品
は
息
切
れ
が
し
、
腰
が
折
れ
る
。
こ
の
作

家
に
対
し
て
は
か
な
り
冷
笑
の
筆
を
と
る
既
成
批
評
家
も
ゐ
る
や
う
だ

が
青
年
層
が
想
像
以
上
に
注
意
を
払
つ
て
ゐ
る
の
は
、
彼
も
亦
時
代
の

犠
牲
者
だ
か
ら
だ
ら
う
。

こ
こ
で
太
宰
の
作
家
像
が
強
く
な
り
、「
絶
望
」
や
「
自
殺
」
と
結
び
付
け

ら
れ
、「
自
己
を
肯
定
し
主
観
を
混
じ
す
ぎ
る
」
性
格
と
い
う
の
が
直
接
与

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
太
宰
治
が
「
つ
ね
に
絶
望
の

と
な
り
に
ゐ
る
」
と
い
う
一
部
で
あ
る
。
板
垣
評
で
は
直
接
言
及
し
て
い
な

い
も
の
の
、こ
れ
は
『
道
化
の
華
』
の
一
部
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
道
化
の
華
』

の
一
部
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
第
一
回
芥
川
賞
や
そ
の
後
に
発
表
さ
れ
た
公

開
手
紙
と
の
関
連
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
当
時
の
太
宰
像
が
作
品
と
併
せ
て

描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
一
九
三
七
年
一
月
号
の
中
島
健
蔵
の
エ
ッ
セ

イ
「
新
人
論
―
一
九
三
七
年
へ
の
言
葉
―
」
で
あ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
、

多
く
の
作
家
名
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
第
一
種
の
新
人
」
と
「
第
二
種
の
新
人
」

と
い
う
概
念
も
論
じ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
太
宰
に
関
す
る
言
説
を
中
心
に

見
て
お
き
た
い
。「
第
一
種
の
新
人
」
の
提
案
の
後
に
太
宰
が
次
の
よ
う
に

取
り
上
げ
ら
れ
る
。

太
宰
治
君
が
や
は
り
、
此
の
種
に
属
す
る
ら
し
い
と
も
思
は
れ
る
が
、

彼
を
思
ひ
だ
す
と
、
直
ち
に
、
第
二
種
の
新
人
へ
移
つ
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
種
の
新
人
と
は
、
同
じ
く
突
然
の
出
現
が
あ
る
が
、
風
の
如
く
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に
来
り
、
風
の
如
く
に
消
え
て
ゆ
く
人
々
で
、（
中
略
）
第
一
種
と
は

違
ふ
と
こ
ろ
は
、
そ
の
成
熟
が
、
ど
の
程
度
ま
で
安
定
な
も
の
か
甚
だ

疑
は
し
い
と
共
に
、
一
時
的
に
せ
よ
、
驚
く
べ
き
実
行
力
を
示
す
点
に

あ
る
。
い
は
ば
実
行
力
の
方
が
、
成
熟
に
先
立
つ
て
駆
足
を
し
て
、
そ

の
た
め
に
滅
び
て
し
ま
ふ
型
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
消
耗
的
天
才
型
と

呼
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
れ
も
、
出
現
の
予
測
が
全
く
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
太
宰
治
君
な
ど
も
、
消
耗
性
を
思
は
せ
る
点
が
あ
る
の
で
、

第
一
種
の
部
類
に
入
れ
兼
ね
た
の
だ
が
、
私
は
彼
の
再
起
を
信
ず
る
が

故
に
第
二
種
の
部
族
に
も
入
れ
兼
ね
て
ゐ
る
。
多
少
な
り
と
も
消
耗
的

な
新
人
は
、
転
生
に
近
い
変
換
が
な
く
て
は
、
滅
亡
を
免
れ
難
い
。

こ
の
評
言
の
中
で
、
芥
川
賞
や
作
品
な
ど
は
直
接
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、

作
家
像
の
描
写
が
非
常
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
突
然
出
現
し
た
作
家
が
ま
た

突
然
消
え
て
し
ま
う
と
い
う
意
識
か
ら
、
結
果
的
に
「
消
耗
的
天
才
型
」
と

見
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
「
彼
の
再
起
を
信
ず
る
」
と
い
う
期
待
か

ら
「
第
一
種
の
部
類
」
に
も
「
第
二
種
の
部
族
」
に
も
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
中
島
が
断
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
太
宰
治
の
作
家
像
は
現
在
も
し

ば
し
ば
当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
当
時
、

既
に
太
宰
治
の
作
家
像
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
こ
ま
で
多
く
の
評
言
の
中
で
太
宰
治
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
か

を
見
て
き
た
。
い
ず
れ
の
言
説
も
第
一
回
芥
川
賞
に
関
連
す
る
太
宰
の
公
開

手
紙
と
川
端
の
返
事
が
発
表
さ
れ
て
以
後
の
言
説
で
、
次
第
に
固
定
さ
れ
た

太
宰
像
が
見
え
て
く
る
。
中
島
評
以
外
は
芥
川
賞
関
係
の
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
一
年
後
の
評
論
家
た
ち
の
太
宰
に
関
す
る
見
方
が
う
か
が
え
る
。
本
稿

で
見
た
の
は
、
主
に
『
文
藝
通
信
』
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
媒

体
に
絞
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
研
究
と
は
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
で
、
第
一
回
芥
川
賞
と
太
宰
治
像
の
形
成
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
作
家
像
の
形
成
の
多
く
は
太
宰
自
身
が
書
い
た
「
川
端
康
成
へ
」
の
内

容
と
連
携
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
公
開
手
紙
の
自
己
宣
伝
の
機
能
の
効
果

が
見
て
取
れ
る
。

６
、
お
わ
り
に
―
―
結
論
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
で
は
、『
文
藝
通
信
』
と
い
う
雑
誌
媒
体
を
中
心
に
、
太
宰
治
の
作

家
像
の
形
成
を
検
討
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
芥
川
賞
事
件
」
の
前
後
で
、
太
宰

が
『
文
藝
通
信
』
に
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
「
川
端
康

成
へ
」
を
出
し
て
か
ら
、
そ
の
作
家
像
が
ど
の
よ
う
に
固
定
し
て
い
っ
た
の

か
を
論
じ
た
。
従
来
の
研
究
や
評
論
の
中
で
も
、
太
宰
が
い
か
に
語
ら
れ
た

の
か
と
い
う
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
一
つ
の
雑
誌
を
詳
細
に
見

直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、改
め
て
新
人
の
頃
の
太
宰
に
関
す
る
言
説
を
検
討
し
、

第
一
回
芥
川
賞
と
太
宰
治
が
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
太
宰
自
身
の
言
葉
以
外
に
ど
の
よ
う
な
言
説
が
太

宰
像
と
関
わ
っ
た
の
か
、
そ
の
作
家
像
が
い
か
に
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
を

論
考
し
た
。

　

今
回
の
考
察
の
中
心
は
、
太
宰
の
「
川
端
康
成
へ
」
の
中
で
自
己
宣
伝
と

い
う
機
能
が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の

分
類
を
確
認
し
た
上
で
、
改
め
て
「
川
端
康
成
へ
」
を
公
開
手
紙
と
し
て
扱

い
、
川
端
以
外
の
多
く
の
人
も
読
む
と
い
う
前
提
で
書
か
れ
た
も
の
と
す
る

こ
と
で
、
第
一
回
芥
川
賞
の
結
果
に
関
す
る
「
抗
議
文
」
や
「
反
論
文
」
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
作
家
像
や
作
品
に
関
す
る
自
己
ア
ピ
ー
ル
、
す
な
わ

ち
「
川
端
康
成
へ
」
の
中
の
自
己
宣
伝
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
論
考
し
た
。
一
年
後
の
言
説
や
評
言
で
も
芥
川
賞
と
太
宰
治

は
も
は
や
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
り
、「
絶
望
と
反
抗
」
で

は
「
一
つ
の
雰
囲
気
を
作
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
、
固
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定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
、「
川
端
康
成
へ
」
と
い
う
公
開
手
紙
の

自
己
宣
伝
の
効
果
が
確
認
で
き
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
な
か
っ
た
課
題
と
し
て
は
、
こ
の
後
、
太
宰
が
い
か
に

語
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
第
一
回
芥

川
賞
や
そ
れ
に
関
連
す
る
多
く
の
事
柄
が
後
に
、
作
家
像
の
固
定
と
ど
の
よ

う
に
関
わ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
太
宰
以
外

の
作
家
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
作
家
像
を
残
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ

う
に
作
家
像
が
作
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
比
較
対

象
を
検
討
し
た
い
。
例
え
ば
、
以
前
の
時
代
に
谷
崎
潤
一
郎
と
芥
川
龍
之
介

の
『
改
造
』
に
お
け
る
「
小
説
の
筋
」
論
争
と
い
う
「
応
酬
」
が
あ
っ
た
よ

う
に
、
太
宰
と
川
端
の
場
合
は
結
果
的
に
「
応
酬
」
に
な
っ
て
い
な
い
と
い

う
点
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
回
の
考
察
を
通
し
て
、

芥
川
賞
そ
れ
自
体
に
関
す
る
研
究
、
特
に
太
宰
た
ち
第
一
回
の
候
補
作
家
が

芥
川
賞
を
実
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
た
の
か
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。第
一
回
芥
川
賞
が
催
さ
れ
る
と
発
表
さ
れ
て
す
ぐ
、

当
初
の
言
説
か
ら
芥
川
賞
に
対
す
る
期
待
や
希
望
、
将
来
性
等
が
い
か
に
語

ら
れ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。
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（
1
）�　

更
に
詳
し
く
は
例
え
ば
川
口
則
弘
『
芥
川
賞
物
語
』（
バ
ジ
リ

コ
、
二
〇
一
三
）
や
小
谷
野
敦
『
芥
川
賞
の
偏
差
値
』（
二
見
書
房
、

二
〇
一
七
）
等
を
参
照
。

（
2
）�　

文
芸
復
興
に
関
す
る
詳
細
な
論
考
は
平
浩
一
『「
文
芸
復
興
」
の
系

譜
学
―
―
志
賀
直
哉
か
ら
太
宰
治
へ
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
）
を

参
照
。

（
3
）�　https://catalogue.books-yagi.co.jp/books/view

/1404

（
最
新

閲
覧
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
日
）、
な
お
、
こ
の
紹
介
文
は
日
本
近

代
文
学
館
・
小
田
切
進
編
日
本
近
代
文
学
館
・
小
田
切
進
編
『
日
本
近

代
文
学
大
事
典
』（
第
五
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
七
）
の
「
文
藝
通
信
」

項
（
三
八
五
頁
）
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
4
）�　

初
出
は
檀
一
雄『
小
説　

太
宰
治
』（
六
興
出
版
社
、一
九
四
九
）だ
が
、

引
用
は
小
学
館
、
二
〇
一
九
に
拠
る
。

（
5
）�　

相
馬
正
一
「
芥
川
賞
事
件
」（
同
著
『
評
伝　

太
宰
治
』
第
二
部
、

筑
摩
書
房
、
一
九
八
二
）

（
6
）�　

井
原
あ
や
「
太
宰
治
「
川
端
康
成
へ
」
小
論
―
―
一
九
三
五
年
前

後
の
〈
川
端
康
成
〉
を
手
が
か
り
に
」（『
太
宰
治
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』

二
〇
一
〇
・
六
）

（
7
）�　

鵜
飼
哲
夫
「
解
説
―
―
太
宰
治
と
五
十
年
戦
争
下
の
芥
川
賞
」（
同

編
『
芥
川
賞
候
補
傑
作
選
』
春
陽
堂
書
店
、
二
〇
二
〇
）

（
8
）�　

鵜
飼
哲
夫
『
芥
川
賞
の
謎
を
解
く
―
―
全
選
評
完
全
読
破
』（
文
芸

新
書
、
二
〇
一
五
）

（
9
）　

小
谷
野
敦
前
掲

（
10
）�　

植
田
康
夫「
芥
川
賞
裏
話
」（
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
専
門
学
院
編『
芥

川
賞
の
研
究
―
―
芥
川
賞
の
ウ
ラ
オ
モ
テ
』
み
き
書
房
、
一
九
七
九
）

（
11
）�　

松
本
和
也
「〈
新
し
い
作
家
〉
の
成
型
―
―
第
一
回
芥
川
賞
と
反
乱

す
る
作
家
情
報
」（
同
著
『
昭
和
十
年
前
後
の
太
宰
治
―
―
〈
青
年
〉・

メ
デ
ィ
ア
・
テ
ク
ス
ト
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
九
）

（
12
）�　

安
藤
宏
『
太
宰
治　

弱
さ
を
演
じ
る
と
い
う
こ
と
』（
ち
く
ま
新
書
、

筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
二
）

（
13
）�　

橋
爪
健
「
芥
川
賞
―
文
壇
残
酷
物
語
―
」（
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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専
門
学
院
編
『
芥
川
賞
の
研
究
―
―
芥
川
賞
の
ウ
ラ
オ
モ
テ
』
み
き
書

房
、
一
九
七
九
）

（
14
）�　

川
口
則
弘
前
掲

（
15
）�　

こ
こ
で
「
読
者
」
と
は
一
般
読
者
だ
け
で
は
な
く
、
文
壇
人
も
、
新

人
作
家
た
ち
も
含
め
て
「
読
者
」
で
あ
る
。

（
16
）�　

十
一
月
号
の
目
次
で
は
こ
の
返
事
は
「
太
宰
治
氏
へ
（
芥
川
賞
）」

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
紙
面
の
形
を
使
用
す
る
。

（
17
）�　

本
稿
と
は
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
安
藤
宏
「
川
端
康
成
と
太
宰

治
」（
田
村
充
正
・
馬
場
重
行
・
原
善
編
『
川
端
文
学
の
世
界
―
―
そ

の
背
景
』
４
、
勉
誠
出
版
、
一
九
九
九
）
を
参
照
。

（
18
）�　

前
掲
の
松
本
和
也
論
で
は
、こ
の
箇
所
が
山
岸
自
身
の
『
道
化
の
華
』

の
解
釈
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
山
岸
の
解

釈
だ
け
で
は
な
く
、
川
端
の
意
識
と
解
釈
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
19
）�　

特
に
一
九
三
五
年
十
一
月
号
の
『
文
藝
春
秋
』
に
菊
池
寛
「
話
の
屑

籠
」
に
出
て
く
る
「
芥
川
賞
、
直
木
賞
な
ど
は
、
半
分
は
雑
誌
の
宣
伝

に
や
つ
て
ゐ
る
」
の
で
、
売
上
が
よ
く
な
っ
た
と
い
う
言
説
、
ま
た
そ

れ
に
対
し
て
一
九
三
六
年
一
月
号
の
『
文
藝
通
信
』
に
石
川
達
三
「
菊

池
寛
」
で
は
そ
の
意
識
に
「
私
が
呆
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
20
）�　

実
際
に
刊
行
さ
れ
た
十
月
号
は
雑
誌
そ
れ
自
体
に
「
特
輯
号
」
と
い

う
表
記
が
な
い
。

（
21
）�　

載
せ
ら
れ
た
の
は
「
健
康
」「
Ｋ
君
」「
ポ
オ
ズ
」「
絵
は
が
き
」「
い

つ
は
り
な
き
申
告
」「
乱
麻
を
焼
き
切
る
」「
最
後
の
ス
タ
ン
ド
プ
レ
イ
」

と
い
う
七
つ
で
あ
る
。

（
22
）　

初
出
『
新
潮
』
一
九
三
六
・
一
〇

（
23
）　
『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
六
・
九
・
二
七


